Ⅰ－１　情報発信に伴う責任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　学年・教科等　高等学校　公民
２　本時の目標
⑴　インターネット上での情報発信の意義について理解する。
⑵　責任をもって情報を発信する態度を身に付ける。
３　準備

　パソコン（インターネット接続），プロジェクタ，ワークシート
４　展開

	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　インターネットで情報を発信する方法について知っていることを発表する。
	〇ホームページ，ブログ，チャット，電子メール，ＳＮＳなど，情報を発信する手段についての知識や経験について発表させる。

	２　ホームページ，ブログ，チャット，電子メール，プロフを閲覧し，それぞれの特徴について話し合う。
⑴　情報発信の目的
　・知識・知恵の伝達

　・企業・組織の広報

　・ニュース，紹介

　・広告，宣伝，販売

　・個人・グループの連絡，会話，論議，仲間づくり

　⑵　特徴

・発信対象，配信者名，内容　など
	〇提示例

・ホームページ…学校と県のホームページ

　・ブログ…内閣総理大臣公式ブログ 

　・チャット，ＳＮＳ…検索会社ポータルサイト
・メール，プロフ…携帯電話のコンテンツ
〇利用する手段によって，情報発信の目的や特徴が多少異なることに気付かせる。

※インターネット上には様々な情報発信手段が提供されていることに気付かせることが目的であるため，利用法など技術面には踏み込まない。
・発信対象…個人，グループ，不特定多数

・配信者名…実名，匿名，ハンドルネーム

・内容…公共的，私的　　　　　など

	３　責任をもって情報を発信することの重要性を理解する。

⑴　受信する側と発信する側の考えや気持ちの違いについて話し合う。

　・知らせたいことと知りたいこと

・見せたいことと見たくないこと

⑵　情報を発信するときに気を付けることについて話し合う。

　・情報を発信する目的，情報の正誤
　・受信者の気持ち，公共性

　・プライバシーや個人情報に配慮
	〇受信する側の気持ちや公共性に配慮し，責任をもって情報を発信する態度を身に付けさせる。
・インターネットは自己責任の世界である。
・違法・有害情報の発信はしない。

・インターネットで公開した情報は世界中で閲覧され，完全には削除できない。

・匿名で発信してもＩＰアドレス等から本人の特定ができる。

・利用するコミュニティサイトによっては，不適切な広告サイトが連動することもあり得る。

・間違った情報、古い情報もあるのでうのみにしない。

・内容の正誤や適切な手段等をよく吟味した上で受信・発信することが大切である。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　
責任をもって情報を発信することの大切さについて考えよう
１　インターネット上の情報発信手段とそれぞれの特徴

	情報発信手段
	目的
	公開対象
	発信者名
	内容
	特徴

	ホームページ
	企業の紹介

組織のＰＲ

研究報告

個人の活動紹介　　

	不特定多数
	実名
芸名
匿名
	公共的
	・企業・公的機関のホームページは、きちんと作られている。
・ずっと更新されていないページもある。


	電子メール
	
	
	
	
	

	ブログ
	
	
	
	
	

	チャット
	
	
	
	
	

	プロフ
	
	
	
	
	

	ＳＮＳ
	
	
	
	
	

	（その他自由に）
	
	
	
	
	


２　情報を発信するときに気を付けること
	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	












































＜ワークシート＞

















